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課題の抽出

• 研究情報について、各管理部署や研究プロジェ
クトのウェブサイト等でそれぞれに公開しており、
広く発見されにくく、全体を俯瞰しづらい状況

• 自機関の研究情報を自動的に収集し、機関内
外での利活用を可能にするシステムが無い

• 様々な研究情報を可視化して、評価・広報等に
つなげたい
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課題解決のための方策

• 統一的なシステムに一本化

→発見可能性の向上

• ID連携等を用い自身（自機関）の研究情報を
収集

→業務の効率化

• 研究データ（エビデンスデータ）も扱えるように

→学術情報の流通に研究データを組み込む
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（参考）ネットワーク情報資源の保存と
OAIS参照モデル

栗山正光/ネットワーク情報資源の保存とOAIS参照モデル.2009の孫引き

http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drfml/pptWCpikarGey.ppt8



今後のスケジュール
～第3回報告会に向けて～
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◎追加調査（～9月半ばまで）

・不足している情報の収集

- 認証方法

IDとPW認証だけでよいのか？

-メタデータ自動補完の方法

例：researchmapからAPIでデータを

取得し、自機関のデータを補完する

- 名寄せ

どの研究者IDで紐付できるか
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- 外部データベースとの連携

どのようにしたらDataCiteのようなDBに
アップできるか？

- どのようにして研究情報を集めるか？

DOIや自機関名で紐付、

APIで取り込む
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◎決定すること（10月前半まで）

- 項目・ディテールの決定

メタデータ項目、メタデータ取込連携

システム連携（入力、出力）、公開条件

- インタフェースの決定（ユーザ・管理者）

- 出力先との連携（自機関公開サーバ、

外部DB ）

- 仕様書作成の方法
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◎作業（10月後半まで）

・仕様書作成

・レビュー

・手直し

・成果物（報告書）作成について

2機関、2大学の抱えている問題解決も

考慮しつつ、新サービス構築を遂行！
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